【別紙2】

大阪市立南港南中学校 令和元年度 校長経営戦略支援予算【加算配付】実施報告書
(補足説明資料)

	本校では、「一人ひとりの生徒に応じた学習支援をする」ことを年度目標の1つとし、年度目標に応じた事業効果を測る指標として、「学力経年調査において標準化得点を100以上にする」ことを設定した。
上記を達成するために、以下の取組を行った。

1  取組内容(1)について

  1-1  取組を実施する必要性

[bookmark: _GoBack]本校では、平成30年度の全国学力・学習状況調査において、国語A・B、数学A・Bとも、大阪市平均を3ポイント以上下回っている。子ども達の学習意欲向上のためには、まずは落ち着いた授業環境を作る必要があると考えた。そのためには授業に集中できない生徒が落ち着ける場所、気軽に学習できるスペースの確保も必要である。
上記の問題を解決するために、教育振興基本計画における「施策5 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組」の一環として、「校内スペースの一画に学習スペースを作り、学力向上のため、個に応じた対応を行う」ことを実施した。

  1-2  取組を実施することにより期待できる効果

学習スペースの整備により、「授業に集中できない生徒を落ち着かせる」ことが期待できる。また、自学自習ができる空間を用意することで、「子ども達が自ら発見・探求することで、結果的にはチャレンジテストの正答率の底上げにつなげる」ことが期待できる。

  1-3  具体的な実施内容

具体的な実施内容としては、下記のとおりである。
    ・校舎内間仕切りおよび学習スペースの設置
具体的には、パーティション及びパーティション用連結器具を購入し、個別空間を作り、生徒が学習に集中できる環境を作った。これは用途によって、形を組み替えることもでき、無駄がないようにした。また、多目的テーブルを廊下の図書スペースの横に設置し、必要な時には自由に利用し、個別およびグループで学習できるようにした。

  1-4  取組に対する達成状況(A～D)及びその評価理由

    ・取組に対する達成状況: B
    ・評価理由:
取組内容において、チャレンジテストの標準化得点を見ると、1年生の3教科では101.9、2年生の3教科では112.8、5教科では111.6、3年生の3教科では95.1、5教科では98.7であった。3年生においては2年時に、3教科91.3、5教科92.5であるので、標準化得点100には届いていないが、昨年度より大幅に向上している。
　以上の成果から、B評価とした。

2  総論

  2-1  年度目標の達成状況、総評

本校では、上記の取組を実施することにより、「学力経年調査において標準化得点を100以上にする」という年度目標に対して、チャレンジテストにおいて、「1・2年生は100ポイント以上」とすることができた。また、3年生は100ポイントに届かなかったが、経年では向上できている。
以上の結果から、年度目標に対する達成状況を「B」評価とした。
しかしながら、「家庭学習が習慣になっている」という肯定的回答は55%であり、学力向上のためには、家庭との協力も不可欠であり、今後も働きかけを継続していく必要がある。

  2-2  学校協議会における意見

小中一貫校として、どういった特徴を打ち出し、エリアをまたいで子ども達にとって魅力のある学校として認知されるようになってほしい。
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